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液体の入っている容器を下部から温度 Tbotlomで加熱し､上部から温度 r oPで冷却

















































と称したのは､パラメタ一 ㌔ よりも高温なセルの塊である｡ この時の平均温度場は
Fig.3bのようになり､熱輸送が効率よく行われていることを示している.泡は底面
が一様に加熱されているにもかかわらず､時間空間的に不規則に生成され､最大Lya-
punov指数は0から正に転移する(Fig.4).Tbotomがさらに増加すると､沸騰は激
しさを増し､泡は次第に大きくなる｡ この時､泡の大きさの分布は､泡が空間的に
独立に生成されていることを反映して､指数分布となる(Fig･5).
このモデルは核膜遷移と考えられる現象を示す. Bul･1-ingPoiI-tに対応するTbo"om～
9.91で空間パターンはFig.6のように個別泡から縞状泡に一転する｡実際の膜洲既で
は､発熱体を蒸気膜が覆い､泡は蒸気帳から離脱するかたちで浮上するが､我々の
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モデルでは､この蒸気膜全休が同時に浮上し､縞模様となる｡遷移過程をより正確
にとらえるには､状態変数として密度をいれ､表面､界面の効果を導入する必要が
あるが､我々は､現在のモデルでも遷移過程の一側面は'とらえていると考えている.
その他に､このモデルは急激な温度変化に対するヒステリシスや撹拝による泡生
成の低下などを示す｡これらは実験で観測されている現象であるo
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